
農業・林業石川県金沢市 高野 智司

【年 齢】
30歳

【出身地】
埼玉県さいたま市

【転出元】
埼玉県さいたま市

【前 職】
農家

【活動時期】
R2.4～ R5.3

・協力隊の仕事を紹介していただいた行政の方、現地を案内しながら、
説明していただいた地域の方などに好感を持ち、この人たちと仕事をした
いと思ったから。
・地域の雰囲気が気に入ったが、地域には働き口がないなかで、３年
間月給を得ながら、活動できる点が魅力的だった。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）uchikawa.reactivating@gmail.com

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（内川四季）https://medial-uchikawa.com/

・内川地区の振興を支えてきた竹・たけのこ産業の担い手として、たけの
こ生産、たけのこ料理、竹加工を継承すること。
・伐採適期を迎えながら、採算がとれないため、伐採されずに置かれて
いる造林地に対して、小規模伐採をすることで、山の更新につなげなが
ら、山の木を少しずつお金に変えていく、自伐型林業に取り組んでいくこ
と。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●たけのこご飯事業

金沢の春の風物詩だった、内川地区のたけのこ料理店がコロ
ナの影響などにより姿を消した。わたしは地域伝統の味覚を引き
継ぐために、内川地域産のお米とたけのこで、たけのこご飯を製
造し、販売している。

●自伐型林業

自伐型林業に不可欠な、山への道付けの講習や安全な伐倒
の実習などに参加し、技術を学んできた。
講師を招き、地域のスギ山へ道付けを行い、その道を利用して
、実際に木を切り出して、丸太市場へ出荷した。

●獣害対策
内川地区の田畑へ甚大な獣害をもたらしている、サル

、イノシシの捕獲に取り組んでいる。
とくに、サルの大型檻を設置、管理し、サルの一斉捕

獲を目指して、試行錯誤している。
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